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技術⼠第⼀次試験合格及び JABEE 課程終了、おめでとうございます。 
  

 

  

第⼆次試験に挑戦される皆様、評価項⽬である『コンピテンシー』を知っていますか︖ 
コンピテンシーを知ることができる『修習ガイダンス』を今年も開催します!! 

 

 修習ガイダンス 2025 では、委員⻑講演、技術⼠及び修習技術者によるパネルセッションにて、
初期専⾨能⼒開発（ＩＰＤ）を通したコンピテンシーの修得⽅法について紹介いたします。 
 技術⼠を⽬指す皆様、修習ガイダンス 2025 に参加して、技術⼠に必要なコンピテンシーの修得
に関する情報収集をしませんか︖ 
 また、終了後には会場限定で委員⻑、部会関係の技術⼠との名刺交換会、懇親会も開催します。 
 皆様の参加をお待ちしております。 
１．開催⽇ 2025 年 4 ⽉ 5 ⽇（⼟）13︓00〜17︓00 

 
２．参加⽅法（会場とオンラインのハイブリット開催） 
  ① オンライン︓Zoom による Web 配信︓定員 200 名 
  ② 会場   ︓機械振興会館(東京都港区芝公園 3-5-8) 

 B2F ホール︓定員 100 名 
３．プログラム         

時間 テーマ・題⽬ 

13:00〜17:00 
① 委員⻑講演︓「技術⼠第⼆次試験制度の解説、修習⽀援体制の説明、他」 
② パネルセッション︓「技術⼠となり、さらにその先へ、 

 今⽇から始める初期専⾨能⼒開発（IPD）」 

17:10〜17:45 
名刺交換会（会場参加者限定） 

・委員⻑、部会関係の技術⼠との名刺交換会 

18:00〜19:30 
懇親会（会場参加者限定／当⽇受付︓別途 3,000 円を徴収いたします） 

・委員⻑、部会関係の技術⼠との懇親会 

 
４．参加費︓ 2,000 円 （ただし、現役学⽣(⼤学、⾼専他)は無料） 

懇親会参加者は、別途 3,000 円を当⽇徴収させて頂きます。 

 

５．参加申し込み（下記サイトからお申し込みください） 
  https://www.engineer.or.jp/c_topics/010/010738.html 
   

６．問い合わせ先 E-mail︓event04@eitjp.org 
主催︓公益社団法⼈ ⽇本技術⼠会 修習技術者⽀援委員会 

 修習ガイダンス２０２５のご案内＠ 

委員⻑講演（修習ガイダンス 2024 より） 

懇親会の〆は 
パフェが定番 
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コンピテンシーを修得して、技術⼠になろう!! 
  

  

  

１）修習技術者とは︖ 
 第⼀次試験合格者または指定された教育課程(JABEE 課程)を修了した⽅(≒技術⼠補となる資格
を有する⽅)を修習技術者と呼びます。 
２）修習技術者⽀援委員会とは︖ 

修習技術者が技術⼠になるための⽀援活動を⾏っているのが修習技術者⽀援委員会（以下修習
委員会）です。修習委員会では⼆次試験の評価基準である「技術⼠に求められる資質能⼒（コンピ
テンシー）」の修得を⽬的とした、様々な修習技術者研修会（以下研修会）を開催しています。 
 研修会は、会場とオンラインのハイブリット開催なので、全国どこからでも参加可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）今後の修習技術者研修会の予定について 
 今後の研修会の予定は以下の通りです。 

詳細は、⽇本技術⼠会 修習技術者のサイト（下記 URL）を確認願います。 
  https://www.engineer.or.jp/c_categories/index04033.html 
 

開催⽇時 講師（敬称略） 研修会の内容（予定） 

5 ⽉ 10 ⽇(⼟) 13:00〜 ⼤来 雄⼆ ⽒ 役に⽴つ技術者倫理   
   〜技術⼠に求められる倫理とは︖〜 (仮)  

6 ⽉ 7 ⽇(⼟) 13:00〜 福⽥ 遵 ⽒ 他⼈に理解される⽂章の基本を知ろう!! 
（※準会員限定） 

 ※８⽉以降も様々な研修会を企画中です（７⽉は休会）。 
  Ｅメールアドレスを登録頂けましたら、修習委員会より案内を送付させて頂きます。 
 
４）連絡先（Ｅメールアドレス）登録のおすすめ 
 ⽇本技術⼠会では、修習技術者の皆様に、Ｅメールによる技術⼠制度関連の 
情報や研修会・講演会等の情報を提供しております。下記サイトよりＥメール 
アドレスをご登録頂き、情報収集にご活⽤されることをお勧めします。 
  http://www.engineer.or.jp/c_topics/001/001052.html      以上 

 修習技術者研修会に参加しませんか？＠  

研修会後の集合写真（2025 年 1 ⽉） グループディスカッションの様⼦ 


